
施策名 課題等 主な取組 《》内はコロナの影響 総合評価

①総合交
通ネッ
トワー
クの形
成

・鉄道は定時性・大量輸送に優れ
た交通手段として重要な役割を
担っている

・新千歳空港を含む道内空港の機
能整備などを進めることが必要

・地域の交通や物流の確保に向け
た取組の推進が必要

○北海道新幹線の利用促進等の推進
○地域におけるモノの輸送の効率化
○本道における貨物輸送体制の検討
○鉄道網の持続的な確保に向けた取組へ
の地域独自の支援

○新千歳空港の国際拠点空港化や地方空
港の国際化の促進

○道内空港の運営に係る民間委託の推進
《国際線の運休》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

②道路交
通ネッ
トワー
クの形
成

・住民生活や地域活性化に不可欠
なインフラ整備が十分に進んで
いない

・国内外との交流人口の拡大と、
その効果の全道への波及が重要

○道内の高規格幹線道路の建設促進・機
能向上のための要望活動

○物流拠点やICなどへのアクセス道路等
の整備や冬期交通確保対策の推進

○過去に死傷事故が発生した箇所におけ
る事故対策や通学路における歩道設置

概ね順調
に展開

3 分 野：人・地域

連携と交流を支え
る総合的な交通
ネットワークの

形成
①総合交通ネット
ワークの形成
（総合政策部）

地域交通の安
定的な確保

【政策の方向性と施策の関係】

戦略的な交通
ネットワーク
を構築

道内空港の国際線利用者数（万人）（施策①) 道内空港の国内線利用者数（万人）（施策①）

利用促進事業
の実施、LCC
就航による新
たな航空需要
が創出される
など、道内空
港の国内線利
用者数が増加
し、目標達成

新千歳空港の
国際拠点化
や、戦略的な
誘致活動の展
開により、国
際線就航便数
や国際線利用
者数が増加
し、目標達成

【総合計画の指標】

(万人）
(万人)

【ほか２つの関連指標】

B 政策の方向性：連携と交流を支える総合的な交通ネットワークの形成

(7) 政 策 の 柱：持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備

②道路交通ネット
ワークの形成
（建設部）

【関連指標】

順調に橋梁の
修繕・更新が
図られている
ところであ
り、引き続き
橋梁補修を進
める

橋梁の予防保全率（道道）（％）（施策②）

(％）

施策間連携
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道路防災総点検における防雪に関する道路の要
対策箇所の対策率（道道）（％）（施策②）
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地吹雪等の危険
箇所における防
雪対策が図られ
ているところで
あり、引き続き
防雪対策を進め
る

(％)

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】（※）はコロナの影響等があった施策

（※）

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0204PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0803PDC.pdf

